
公式SNSでは、世界の子どもたちをとりまく情報を発信しています。
ぜひ「いいね！」や「シェア」をして、お友だちにご紹介ください。

地域の課題

支援はチャイルドの生活を変える力となります

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

チャイルド・スポンサーシップは、1人の子どもを対象にしたお金や物の提
供ではありません。支援地域の人々が子どもの健やかな成長のために
必要な環境を整えられるよう、チャイルドが住む地域を支援するプログ
ラムです。チャイルドが住む地域と、現地でワールド・ビジョンが実施して
いるプログラムについてご紹介します。

マイ ワールド・ビジョンに登録しませんか？

登録（アカウント作成）後ログインしていただくと、チャイルドと支援地域の写真や情報
がご覧いただけます。
ホームページトップの「支援者の皆さまへ」に進み、「アカウント作成」のボタンから、手続
きをしていただけます。申請後、５営業日以降、情報をご確認いただけます。

また、右のQRコードからメールアドレスをご登録いただければ、
チャイルドや支援地域からの最新動画、イベント情報などもお届けします。

Instagram
@worldvisionjapan

Twitter
@WorldVisionJPN

FACEBOOK
@worldvisionjapan

医療施設が不足しているため、野外
での巡回診療は地域の人々にとって
医療サービスを受ける貴重な機会で
す

*2014年時点 **2017年時点

約58%*• 年間を通じて十分な食料
を得られない世帯

アリーくんの両親は農業を営んでいますが、収穫量が少なく、アリーくんを含む7人の子どもた
ちの食料にも事欠く貧しい暮らしをしていました。子どもたちの教育費が払えず、学校から追
い出されそうになり、近所の人からお金を借りて何とか学校に通わせていたと言います。

しかし、ワールド･ビジョンの支援を受けるようになり、両親は近代的農法の研修に参加しまし
た。学んだことを実践した結果、収穫量は以前の2倍に増えました。子どもたちは1日3回食
事ができるようになり、作物を売って得た収入で教育費も払えるようになりました。

ワールド・ビジョンは、アリーくんのような子どもたちの健やかな成長を助けるために、支援活動
を行っています。 生計向上

タンザニア連合共和国

ムキンガ地域開発プログラムのご紹介
(TZA-192736)

支援地域の子どもたち。木の枝の隙
間を土で埋めた壁でできた草葺屋
根の家が一般的です

約20%**

約20%**

約10%**

• 安全な水を利用できる世帯

• 衛生的なトイレがある世帯

• 5歳以下の低体重の子ども

保健・衛生



地域の課題

国情報

ワールド・ビジョンが行う支援活動

地域情報

支援期間：
*支援期間はプログラム準備期間を含み
ます。支援終了予定日や活動の目標は、
予期しない突発事項やプログラムの進捗
状況により、変更される場合があります。

安全な水が確保できるよう支援を行います住民が十分な収入と食料を得ることができるよう支援します

• コミュニティを巡回する保健師の養成支援

• 小学校でのトイレや簡易な水設備の建設

• 鶏の提供と、養鶏や近代的な農法に関する技術研修

• 多様な作物を栽培するための種子の提供

• 子どもたちに十分な食事や教育を与えられるよう保護者の
収入向上支援

• 貯蓄融資組合の組織化と、活動の支援

診療所が近くにない村では、子どもの成長や健康状態が十分
に確認できない親が数多くいます。また、学校でのトイレや手洗
いなどの衛生設備が十分でないという課題にも直面しています。
学校の衛生設備が不足していることで、子どもたちは下痢など
の病気にかかり、勉強に集中できなくなったり、学習意欲が低
下したりしてしまっています。

保健・衛生生計向上

支援地域ではトウモロコシやキャッサバ、豆などが栽培されてい
ますが、森林伐採による土壌浸食や、干ばつ、洪水などの自
然災害の影響を受けることも多く、収穫量は多くありません。こ
のため食料不足が深刻で、年間を通じて十分な食料を得る
ことができず、1日3回食事をとることができない世帯が数多く
存在します。

アフリカ大陸の東部に位置し、ケニア、ウガンダなど9カ国と国境を接しています。西はタンガニーカ湖、東はインド洋に面しており、インド洋上にはザンジバル
島があります。首都ドドマは法律上の首都で、実際の中心都市はダルエスサラームです。タンザニア全土には約130の民族がおり、イスラム教徒とキリスト
教徒が40％ずつを占めています。公用語はスワヒリ語と英語です。教育制度は、就学前教育（2年）、初等教育（7年）、中等教育（6年：4-2
年）、高等教育で、義務教育は初等教育の7年間です。

タンザニア連合共和国

ムキンガ
地域開発プログラム

2009年～2025年

商業都市ダルエスサラームから北へ約

400km、車で約8時間の場所に位置する、

タンガ州ムキンガ県にてプログラムを実施して

います。支援地域では、ングウ族、ジグア族、

マサイ族などが暮らし、住民の約半数が農業

で生計を立てています。残りの半数の住民は、

漁業や小規模ビジネスに従事しています。支

援地域は州の中でも特に貧しい地域で、半

数以上の世帯が年間を通じて十分な食料を

得ることができず、栄養状態の悪い子どもが

少なくありません。また、安全な水を入手でき

ない住民が多く、トイレも普及していないため、

衛生状態が悪く、下痢などの感染症が頻繁

に発生しています。

ムキンガ地域開発プログラム

ダルエスサラーム
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